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アバンク中国研究センター（Fairbank Center for Chinese Studies）（以下、フェアバンク・セン
ター）やハーバード・イェンチン研究所（Harvard-Yenching Institute）、ハーバード中国基金




































れ、2012年に南アジア研究所（South Asia Institute）として独立した 5。現在は、アジア・セン
                                                   
2 私は2014年8月下旬から1年間、ボストン郊外のブランダイス大学経済学部（Department of Economics, Brandeis University）
で客員研究員をしている。戦後生まれの若い大学であるため、日本での知名度は高くないかもしれないが、米国内では高い教
育・研究水準で有名である。フレデリック・ローレンス（Frederick Lawrence）学長がブランダイス大学の特徴を“global liberal 
arts university”と呼ぶように、同校は研究大学（research university）ではあるものの、教員との距離も近いためにリベラ




ている。専門職大学院のインターナショナル・ビジネス・スクール（Brandeis International Business School）やヘラー・
スクール（Heller School for Social Policy and Management）は米国内でも評判が高い。ブランダイス大学の設立の経緯や
発展の歴史については、Sachar (1995)に詳しい。 
3 ただし、フェアバンク・センターの名称はたびたび変わっている。1955～57年は中国経済・政治研究プログラム（Chinese 
Economic and Political Studies Program）、1957～61年は東アジア研究センター（Center for East Asian Studies）、1961
～77年は日本語にすると同じになってしまうが英語では East Asian Research Center、1977～2007年はフェアバンク東ア
ジア研究センター（Fairbank Center for East Asian Research）、2007年以降はフェアバンク中国研究センターである。 
4 日本研究所は 1985年、ライシャワー日本研究所に改称された。 
5 一般的な日本語訳がないと思われる組織名等はそのまま表記した。 
 http://www.ide.go.jp 



































ないだろうか。また、これらの研究所が入居している Center for Government and International 
Studies の建物には、ロシア、中央アジア、中東、アフリカ、中南米等を対象とした研究所・セ
                                                   
6 ただし、日本研究所が独立する際、連携機能維持のため、Council on East Asian Studiesが設立されている。この機能と限界
や、後述の Council on Asian Studiesとの異同も明らかにしなければならないが、それは今後の課題としたい。しかし、アジ
ア・センター設立時、「同センターを単に『帰ってきた』Council on East Asian Studiesにすべきではないという合意があ


























表 1 同世代のあいだでの各ディシプリンの割合（％） 
 







                                                   







政　治　学 15.5 10.9 9.4
人　類　学 8.7 9.1 8.5
経　済　学 3.0 0.6 0.8
社　会　学 2.8 2.4 1.4
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学 0.0 0.6 0.8
地　理　学 0.4 0.9 1.6
 http://www.ide.go.jp 

















金（The Carnegie Endowment for International Peace）、ピーターソン国際経済研究所（The 
Peterson Institute for International Economics）等である。また、最近ではヘンリー・ポールソ

























































































クール（Kennedy School of Government Library）等の図書館はHCLに含まれていないため
利用できない（別途どのような条件を満たせば利用可能になるのかは未確認）。 
書店（おもに学術書）： ハーバード・スクウェアのクープ（The Coop）やHarvard Book Store、
ケンドールのクープやThe MIT Press Bookstore等が充実。クープは多くの大学書店と同様に、
店舗運営がバーンズ・アンド・ノーブル・カレッジ（Barnes & Noble College）に委託されて
いる。The MIT Press BookstoreはThe MIT Press以外が出版した本も書棚の半分ぐらいを占め
ており品揃えが良い。倉庫を開放しての在庫処分セールは非常ににぎわう（The Loading Dock 
Sale）。プルデンシャル・センターのバーンズ・アンド・ノーブルは、学術書こそ少ないものの、
ボストン中心部でもっとも大きい書店 12。ボーダーズ（Borders）が同規模の店舗をダウンタウ
ンに出店していたが、2011年の倒産にともない閉店。ハーバード・スクウェアのOut of Town 
Newsは各種新聞・雑誌が非常に豊富で、場所柄、かためのオピニオン誌も充実しているニュー
ススタンド。 
古書店（社会科学の取り扱いあり）： ダウンタウンのBrattle Book ShopやCommonwealth Books
（ダウンタウンに 2店舗有する）、ハーバード・スクウェアの Raven Used Books、セントラル・
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